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西
日
本
主
教
教
区 

教
区
会
議 

  

六

月

一
九

日 
(

日)
 

、

西

日

本

主

教

教

区

「
教
区
会
議
」
が
大
阪
正
教
会
・
生
神
女
庇

護
聖
堂
お
よ
び
信
徒
会
館
を
会
場
に
開
催
さ

れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
過
去
二
年
に
わ

た
り
小
規
模
開
催
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、

こ
の
た
び
よ
う
や
く
通
常
開
催
と
な
っ
た
。 

 

【
教
役
者
会
議
】 

 

教
区
会
議
に
先
が
け
て
、
一
七
日
（
金
）

一
三
時
か
ら
教
役
者
会
議
が
開
催
さ
れ
、
過

年
度
の
反
省
と
報
告
。
さ
ら
に
二
二
年
度
の

教
区
活
動
計
画
案
、
各
教
会
の
活
動
計
画
案
、

情
報
交
換
が
行
わ
れ
た
。 

教
区
内
の
総
信
徒
戸
数
は
増
加
傾
向
に
あ

る
も
の
の
、
定
額
献
金
戸
数
は
微
減
が
続
い

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
教
会
を
担
っ
て
き
た
ご

高
齢
信
徒
の
永
眠
の
一
方
、
洗
礼
を
受
け
た

若
い
信
徒
家
庭
が
経
済
的
に
厳
し
い
状
況
下

に
あ
り
、
定
額
献
金
戸
数
の
増
加
に
結
び
つ

い
て
い
な
い
現
状
が
分
析
さ
れ
た
。 

 

翌
一
八
日
（
土
）
午
前
も
教
役
者
で
集
ま

り
、
理
事
会
と
教
区
会
議
の
準
備
を
行
っ
た
。 

【
理
事
会
と
徹
夜
祷
】 

 

一
八
日
（
土
）
一
三
時
三
〇
分
よ
り
理
事

会
。
前
年
度
教
務
報
告
と
新
年
度
予
定
、
前

年
度
決
算
と
新
年
度
予
算
案
、
教
区
分
担
金

案
な
ど
、
教
区
会
議
に
上
程
す
べ
き
議
案
に

加
え
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
に
関
連
す
る
日
本

正
教
会
の
あ
り
方
と
姿
勢
な
ど
、
多
岐
に
わ

た
る
諸
課
題
が
協
議
さ
れ
た
。 

 

一
七
時
よ
り
聖
堂
で
ワ
シ
リ
イ
杉
村
神
父

（
神
戸
）
司
祷
、
ニ
コ
ラ
イ
松
田
長
輔
祭
（
大

阪
）
陪
祷
で
徹
夜
祷
が
行
わ
れ
た
。 

 

【
主
日
聖
体
礼
儀
】 

 
一
九
日
（
日
）
一
〇
時
よ
り
主
日
聖
体
礼

儀
。
教
区
の
全
司
祭
が
陪
祷
。
大
阪
正
教
会

聖
歌
隊
に
よ
る
美
し
い
聖
歌
が
響
き
渡
っ
た
。

参
祷
者
六
二
人
の
ほ
と
ん
ど
が
領
聖
し
た
。 

 

十
字
架
接
吻
の
時
、
及
川
宗
務
局
長
よ
り

参
祷
者
へ
の
感
謝
と
御
礼
の
挨
拶
。
続
い
て

長
司
祭
ゲ
オ
ル
ギ
イ
松
島
神
父
（
大
阪
）
の

七
〇
歳
の
古
希
を
祝
っ
て
、
教
区
神
品
教
役

者
一
同
よ
り
御
祝
と
花
束
、
大
阪
正
教
会
信

徒
か
ら
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
呈
。
記
念
写
真

の
後
、
「
幾
と
せ
も
」
が
唱
和
さ
れ
た
。 

 

          【
教
区
会
議
】 

 

同
日
一
三
時
四
〇
分
よ
り
教
区
会
議
。
出

席
者
二
二
人
で
、
他
は
委
任
状
提
出
の
う
え

欠
席
だ
っ
た
。
議
長
の
ダ
ニ
イ
ル
府
主
教
座

下
は
リ
モ
ー
ト
で
の
ご
出
席
で
、
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
画
面
か
ら
祝
福
と
ご
訓
示
を
さ
れ
た
。

副
議
長
に
グ
リ
ゴ
リ
イ
水
野
神
父
（
人
吉
）

と
ニ
コ
ラ
イ
山
川
兄
（
大
阪
）
、
書
記
に
ワ

シ
リ
イ
杉
村
神
父
と
ソ
ロ
モ
ン
川
島
伝
教
者

（
京
都
）
、
議
事
録
署
名
人
に
グ
リ
ゴ
リ
イ

伊
藤
神
父
（
名
古
屋
）
と
エ
レ
ナ
廣
石
姉
（
名

古
屋
）
師
、
議
事
運
営
委
員
に
ナ
フ
ァ
ナ
イ

ル
小
川
神
父
（
徳
島
）
と
イ
グ
ナ
テ
ィ
川
井

兄
（
京
都
）
が
指
名
さ
れ
た
。 

松 島 師 （右 から 4 人 目 ）古 希 祝 賀  
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府
主
教
座
下
の
開
会
の
こ
と
ば
の
後
、
水

野
師
の
司
会
進
行
で
、
前
年
度
の
業
務
報
告

と
新
年
度
計
画
案
が
教
務
部
長
の
松
島
師
、

全
国
宣
教
企
画
委
員
会
が
伊
藤
師
、
財
務
諮

問
委
員
会
が
松
島
師
、
諸
規
則
検
討
委
員
会

が
杉
村
師
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告
さ
れ
た
。 

続
い
て
教
区
財
務
部
長
の
サ
ム
イ
ル
尾
又

副
輔
祭
（
神
戸
）
か
ら
前
年
度
決
算
報
告
（
教

区
セ
ン
タ
ー
決
算
含
む
）
、
会
計
監
査
の
ア

ル
セ
ニ
イ
三
井
兄
（
豊
橋
）
と
ペ
ト
ル
山
岡

兄
（
大
阪
）
か
ら
監
査
報
告
、
さ
ら
に
新
年

度
予
算
案
、
教
区
分
担
金
案
、
コ
ロ
ナ
災
害

交
付
金
の
各
教
会
へ
の
配
分
案
が
説
明
さ
れ
、

す
べ
て
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。 

 

今
秋
に
は
教
区
主
催
の
講
演
会
二
回
を
予

定
す
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
た
宣
教

活
動
を
模
索
。
川
島
伝
教
者
の
半
田
・
神
戸
・

徳
島
等
へ
の
派
遣
な
ど
も
承
認
さ
れ
た
。「
西

日
本
正
教
」
は
年
二
回
発
行
予
定
。
冬
季
セ

ミ
ナ
ー
は
内
容
を
検
討
中
で
あ
る
。 

全
国
公
会
の
信
徒
代
議
員
選
出
と
教
区
会

計
監
査
選
任
（
現
職
の
再
任
）
の
後
、
宣
教

懇
談
会
を
行
っ
た
。 

宣
教
懇
談
会
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
に
関

す
る
意
見
交
換
の
後
、
九
州
管
轄
の
水
野
師

よ
り
、
九
州
の
現
況
と
厳
し
い
将
来
像
を
考

え
る
と
、
司
祭
常
駐
拠
点
は
福
岡
が
最
適
で

あ
る
と
の
貴
重
な
提
言
が
あ
っ
た
。
最
後
に

宗
務
局
長
か
ら
教
区
の
牧
会
宣
教
方
針
に
つ

い
て
、
左
記
の
提
案
が
な
さ
れ
た
。 

 一 

教

区

に

今

あ

る

各

教

会

の

維

持

・

安

定
・
運
営
に
尽
力
す
る
。 

二 

教

区

に

重

点

地

域

を

設

け

、

牧

会

宣

教

の
強
化
を
は
か
る
。 

(

ア)
 

福
岡
お
よ
び
九
州
北
部
地
域 

(

イ)
 

神
戸
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
域 

三 

神

父

個

人

と

そ

の

家

族

に

不

公

平

、

過

重

、

過

酷

な

重

荷

を

負

わ

せ

な

い

。

教

区

の

神

品

教

役

者

・

教

会

・

信

徒

が

一

体

と

な

り

、

み

ん

な

で

支

え

合

い

、

教

区
と
し
て
の
健
全
な
成
長
を
目
指
す
。 

 

こ
の
後
、
府
主
教
座
下
の
閉
会
の
こ
と
ば

と
閉
会
祈
祷
。
聖
堂
で
記
念
写
真
を
撮
影
し

解
散
。 

久
し
ぶ
り
の
盛
儀
と
な
っ
た
教
区
会
議
に

あ
た
り
、
開
催
に
ご
尽
力
く
だ
さ
っ
た
各
教

会
、
と
り
わ
け
会
場
の
大
阪
正
教
会
の
皆
様

に
心
よ
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
パ
ウ
ェ
ル
及
川
記
） 

 

                          

教区会議集合写真  
全国公会集合写真（記事は次ページ）  
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全
国
公
会 

開
催 

 

【
公
会
第
一
日
】
七
月
九
日
（
土
） 

 

東
京
ニ
コ
ラ
イ
会
館
に
お
い
て
、
一
三
時

半
開
会
祈
祷
、
ダ
ニ
イ
ル
府
主
教
座
下
の
開

会
宣
言
に
よ
り
二
二
年
度
全
国
公
会
を
開
始
。

代
議
員
定
数
五
〇
名
中
、
出
席
三
七
名
、
委

任
欠
席
一
三
名
。
議
長
ダ
ニ
イ
ル
座
下
の
指

名
で
、
副
議
長
・
書
記
・
議
事
録
署
名
人
・

議
事
運
営
委
員
を
選
任
。
そ
の
後
、
副
議
長

の
司
会
に
よ
り
、
府
主
教
座
下
の
訓
示
、
宗

務
総
局
長
の
小
池
神
父
よ
り
教
団
活
動
報
告
、

続
い
て
全
国
宣
教
企
画
委
員
会
（
伊
藤
師
）
、

財
務
諮
問
委
員
会
（
松
島
師
）
、
諸
規
則
検

討
委
員
会(

山
手
・
桝
田
師)

の
各
委
員
会
報

告
と
、
順
調
に
議
事
が
進
行
。
一
八
時
よ
り

大
聖
堂
で
徹
夜
祷
が
執
り
行
わ
れ
た
。 

 

【
公
会
第
二
日
】
七
月
一
〇
日
（
日
） 

 
 

午
前
中
、
セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主
教
座
下
と
三

宗
務
局
長
ら
の
陪
祷
す
る
主
日
聖
体
礼
儀
。

聖
使
徒
ペ
ト
ル
・
パ
ウ
ェ
ル
祭
を
併
祭
。
説

教
は
ス
テ
フ
ァ
ン
桑
原
神
父
（
前
橋
）
。
領

聖
後
、
永
眠
教
役
者
記
憶
リ
テ
ィ
ヤ
が
執
行

さ
れ
た
。
な
お
、
小
聖
入
の
時
、
三
司
祭
（
後

述
）
の
祝
福
が
行
わ
れ
た
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

 

昼
食
後
、
一
三
時
一
五
分
よ
り
二
日
目
の

議
事
開
始
。
前
年
度
決
算
報
告(

小
島
教
団
財

務
部
長)

、
監
査
報
告
、
予
算
案
上
程
が
行
わ

れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
承
認
。
今
年
度

会
計
監
査
の
選
任
な
ど
の
議
事
の
後
、
セ
ラ

フ
ィ
ム
座
下
の
閉
会
の
こ
と
ば
、
大
聖
堂
で

の
閉
会
祈
祷
と
記
念
写
真
撮
影
を
も
っ
て
公

会
を
終
了
し
た
。 

 コ
ロ
ナ
災
害
特
別
交
付
金
に
つ
い
て 

公
会
第
二
日
、
今
年
度
も
総
額
三
千
万
円

の
交
付
が
承
認
さ
れ
た
。
西
日
本
教
区
へ
は

五
七
六
万
九
六
〇
〇
円
を
支
給
予
定
。
教
団

財
務
が
準
備
で
き
次
第
、
各
教
区
に
送
金
、

個
別
教
会
へ
の
配
布
方
法
な
ど
は
各
教
区
に

一
任
。
な
お
、
こ
の
交
付
金
は
コ
ロ
ナ
の
た

め
聖
堂
で
の
祈
祷
が
減
少
す
る
な
ど
で
、
献

金
収
入
が
減
少
し
た
教
会
を
ケ
ア
す
る
た
め

の
も
の
で
、
昨
年
度
に
続
き
三
回
目
と
な
る
。 

遠
く
西
日
本
か
ら
出
席
さ
れ
た
皆
様
、
猛

暑
の
中
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
パ
ウ
ェ
ル
及
川
記
） 

 

教
団
人
事 

 
 

正
教
時
報
編
集
人 

長
司
祭
イ
オ
ア
ン 

 

小
野
貞
治
師
（
静
岡
） 

（
司
祭
ス
テ
フ
ァ
ン
桑
原
建
夫
師
と
交
代
） 

 

祝
福 

ミ
ト
ラ
（
宝
冠
）
戴
帽 

長
司
祭
マ
ル
コ 

 
 

小
池
祐
幸
師
（
一
関
） 

 

カ
ミ
ラ
フ
カ
戴
帽
お
よ
び 

金
十
字
架
と
ナ
ベ
ト
ロ
ニ
ク
佩
用 

司
祭
ル
カ 

 
 

 
 

田
畑
隆
平
師
（
石
巻
） 

司
祭
フ
ェ
オ
ド
シ
イ 

市
村
直
巳
師
（
東
京
） 

         

（ 左 か ら ） 田 畑 師 、 小 池 師 、 市 村 師
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教
区
冬
季
セ
ミ
ナ
ー 

講
話 

「
イ
ス
ラ
ー
ム
と
正
教
会
」 

司
祭
グ
リ
ゴ
リ
イ
水
野 

宏 

  

二
月
一
一
日
（
金
祝
） 

 

一
三
時
よ
り
、
標
記
の
講

話
を
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
、
会
場
で
の
ラ

イ
ブ
で
は
な
く
、
事
前
収

録
し
た
約
一
時
間
の
動
画

を
視
聴
い
た
だ
き
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
オ
ン
ラ
イ

ン
参
加
者
か
ら
質
疑
応
答
を
受
け
る
ス
タ
イ

ル
で
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
は
教
役
者
や

信
徒
だ
け
で
な
く
、
教
会
外
の
一
般
の
方
を

含
め
て
三
五
名
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

 

講
話
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
や
信
仰

上
の
習
慣
な
ど
の
基
礎
知
識
、
イ
ス
ラ
ー
ム

の
成
立
の
歴
史
、
お
よ
び
イ
ス
ラ
ー
ム
社
会

と
ビ
ザ
ン
チ
ン
社
会
や
西
欧
社
会
と
の
関
わ

り
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。 

 

私
が
こ
の
講
話
で
意
図
し
た
の
は
、
イ
ス

ラ
ー
ム
を
批
判
し
て
正
教
会
の
優
位
性
を
主

張
す
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、

イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
や
価
値
観
を
客
観
的
に
、

か
つ
正
教
会
の
考
え
と
の
相
違
点
に
つ
い
て

具
体
的
に
述
べ
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
た
。 

 

な
ぜ
な
ら
、
異
な
る
宗
教
、
異
な
る
価
値

観
と
い
う
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
違
い
」

に
基
づ
く
社
会
の
分
断
こ
そ
が
、
今
日
で
も

世
界
で
戦
争
や
差
別
を
生
ん
で
い
る
と
考
え

る
か
ら
で
す
。
そ
し
て
そ
の
不
寛
容
さ
を
招

く
原
因
は
、
自
分
と
異
な
る
価
値
観
へ
の
「
無

知
・
無
理
解
」
だ
と
も
考
え
ま
す
。 

 

実
際
、
欧
米
社
会
で
は
ム
ス
リ
ム
へ
の
差

別
や
偏
見
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

宗
教
や
そ
の
他
の
価
値
観
の
違
い
を
理
由
に

他
人
を
差
別
す
る
こ
と
は
、「
互
い
に
愛
し
合

い
な
さ
い
」
と
い
う
主
の
教
え
に
矛
盾
し
ま

せ
ん
か
、
ま
ず
は
相
手
を
理
解
し
て
み
ま
せ

ん
か
、
と
い
う
の
が
こ
の
講
話
の
趣
旨
で
す
。 

 

興
味
深
い
こ
と
に
、
教
会
外
の
聴
講
者
か

ら
「
イ
ス
ラ
ー
ム
以
上
に
正
教
会
の
考
え
方

を
知
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」
と
い
う

感
想
が
後
で
複
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

正
教
会
は
二
千
年
の
歴
史
を
通
し
て
、
世

界
に
存
在
す
る
多
様
な
価
値
観
を
認
め
つ
つ
、

ハ
リ
ス
ト
ス
へ
の
信
仰
に
よ
る
一
致
を
追
求

し
て
き
ま
し
た
。
皆
様
が
こ
の
正
教
会
の
伝

統
に
基
づ
き
、
愛
と
寛
容
を
も
っ
て
世
界
の

多
様
な
人
々
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

已
み
ま
せ
ん
。 

オ
ン
ラ
イ
ン
『
奉
神
礼
基
礎
講
座
』 

講
師 

マ
リ
ア
松
島
純
子 

 
 二

〇
一
七
年
か
ら
対
面
で
始
め
た
『
奉
神
礼

基
礎
講
座
』
、
コ
ロ
ナ
後
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
に
切
り
替
え
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
で
見
逃
し
配
信
も
で
き
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。 

た
と
え
ば
、
昨
年
は
正
教
聖
歌
の
伝
統
「
お

名
前
」
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
、
ト
ロ
パ
リ
、
コ

ン
ダ
ク
、
カ
ノ
ン
、
ス
テ
ィ
ヒ
ラ
な
ど
の
歌

の
名
称
の
歴
史
的
背
景
、
聖
詠
と
の
組
み
合

わ
せ
方
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。
実
技
編
と

し
て
は
難
し
い
歌
を
簡
単
に
す
る
ワ
ザ
と
し

て
「
棒
読
み
の
ス
ス
メ
」「
八
調
入
門
―
替
え

歌
の
ス
ス
メ
」
、
ま
た
奉
神
礼
を
活
き
活
き
さ

せ
る
コ
ツ
と
し
て
「
掛
け
合
い
の
ワ
ザ
」
連

祷
、
ア
ン
テ
ィ
フ
ォ
ン
な
ど
を
実
際
の
音
源

を
用
い
て
解
説
し
ま
し
た
。 

本
講
座
は
「
た
だ
た
だ
、
難
し
い
き
ま
り

を
遵
守
す
る
」「
無
理
し
て
昔
通
り
歌
う
」
の

で
は
な
く
、
歴
史
的
な
由
来
か
ら
奉
神
礼
全

体
の
動
き
の
意
味
を
知
り
、
ど
ん
な
場
面
な

の
か
、
ど
の
よ
う
に
歌
え
ば
い
い
の
か
を
考

え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
会
の
事
情
の
な
か
で
、



5 
 

よ
り
簡
単
な
方
法
、
よ
り
活
き
活
き
す
る
方

法
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
を
共
有
し
ま
す
。「
へ
え

え
っ
」
と
い
う
正
教
面
白
ト
リ
ビ
ア
も
満
載
。 

奉
神
礼
は
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
面
白
く
、
神

が
な
ぜ
奉
神
礼
を
教
会
に
与
え
た
の
か
、
ど

の
よ
う
に
生
か
さ
れ
、
時
間
と
空
間
を
越
え

て
今
も
体
験
さ
れ
て
い
る
の
か
、
神
の
深
慮

や
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
各
所
に
見
え
て
き
ま
す
。 

ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。 

秋
か
ら
は
、
隔
月
、
偶
数
月
の
第
三
土
曜

日
一
五
時
と
し
、
実
際
の
録
画
ビ
デ
オ
に
よ

る
「
徹
夜
祷
」
や
「
聖
体
礼
儀
」
の
解
説
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
将
来
、
コ
ロ
ナ
の
状
況

が
良
く
な
っ
て
く

れ
ば
、
対
面
で
の

講
座
と
の
併
用
も

考
え
て
い
ま
す
。 

         

           

愛
と
平
和
の
希
求 

  
今
年
二
月
二
四
日
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ

ナ
に
軍
事
侵
攻
を
開
始
し
ま
し
た
。
正
教
を

主
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
す
る
人
々
の
国

同
士
の
戦
争
で
あ
り
、
両
国
の
出
身
者
が
集

う
日
本
正
教
会
に
と
っ
て
も
憂
慮
す
べ
き
事

態
と
い
え
ま
す
。 

 

教
団
は
三
月
一
〇
日
、
主
教
会
議
名
義
で

「
愛
と
平
和
の
希
求
」
と
題
し
て
声
明
を
発

表
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
日
本
正
教
会
は
「
あ

ら
ゆ
る
暴
力
行
為
と
破
壊
に
反
対
」
し
、
ま

た
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
け
る
紛
争
の
一
日
も

早
い
終
結
を
切
願
」
す
る
と
明
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
日
本
正
教
会
と
し
て
戦
争

反
対
の
意
思
を
表
明
し
た
も
の
で
す
。 

 

さ
ら
に
三
月
二
七
日
、
ダ
ニ
イ
ル
府
主
教

座
下
か
ら
モ
ス
ク
ワ
の
キ
リ
ル
総
主
教
聖
下

あ
て
に
嘆
願
書
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

総
主
教
聖
下
に
「
兄
弟
間
の
和
解
と
紛
争
解

決
に
尽
力
」
す
る
よ
う
求
め
る
内
容
で
す
。

さ
ら
に
こ
れ
は
府
主
教
座
下
個
人
だ
け
で
は

な
く
、
日
本
正
教
会
の
「
主
教
品
、
全
教
役

者
、
全
信
徒
」
は
も
と
よ
り
「
全
て
の
在
日

ロ
シ
ア
人
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
信
徒
」
を
代
表

す
る
も
の
だ
と
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。
モ
ス

ク
ワ
総
主
教
は
ロ
シ
ア
正
教
会
と
ウ
ク
ラ
イ

ナ
正
教
会
双
方
の
教
会
法
上
の
最
高
責
任
者

で
あ
り
、
キ
リ
ル
聖
下
は
そ
の
お
立
場
と
し

て
、
両
国
正
教
徒
同
士
の
和
解
の
た
め
に
努

力
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

も
ち
ろ
ん
、
世
界
で
戦
争
が
起
き
て
い
る

地
域
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
い
か
な
る
戦
争
も
ハ
リ
ス
ト
ス
の

教
え
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
正
教
徒

で
あ
る
私
た
ち
は
常
に
隣
人
を
愛
し
、
平
和

を
求
め
る
べ
き
と
い
え
ま
す
。 

 

そ
れ
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
広
島
地
区
集

会
で
ゲ
オ
ル
ギ
イ
松
島
神
父
が
行
っ
た
説
教

を
掲
載
し
ま
す
。
（
編
集
部
） 

「 奉 神 礼 基 礎 講 座 」 URL 

http : / /www.or thodox- jp . com/ l i tu

rgy /Lec ture_Li turgy /Hosh i inre i -

Kiso -on l ine .html  
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平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

長
司
祭
ゲ
オ
ル
ギ
イ
松
島
雄
一 

（
四
月
二
九
日
、
広
島
地
区
集
会
に
て
） 

  

こ
こ
に
は
教
会
ら
し
い
立
派
な
聖
堂
は
あ
り
ま

せ
ん
。
た
く
さ
ん
の
イ
コ
ン
、
た
く
さ
ん
の
ロ
ー

ソ
ク
の
灯
火
、
た
く
さ
ん
の
キ
ラ
キ
ラ
の
飾
り
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
こ
に
は
、

「
教
会
」
が
は
っ
き
り
と
目
に
見
え
ま
す
。
祈
り

が
心
に
聞
こ
え
ま
す
。 

 

ハ
リ
ス
ト
ス
は
こ
う
教
え
て
い
ま
す
。 

 

「
二
人
ま
た
は
三
人
が
私
の
名
に
よ
っ
て
集
ま

る
と
こ
ろ
に
は
、
わ
た
し
も
そ
の
中
に
い
る
で
あ

ろ
う
」
（
マ
ト
フ
ェ
イ
一
八
・
二
〇
）
。 

 

ハ
リ
ス
ト
ス
が
こ
こ
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

ハ
リ
ス
ト
ス
を
信
じ
、
ハ
リ
ス
ト
ス
に
希
み
を
委

ね
る
私
た
ち
が
、
こ
こ
に
集
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

病
気
が
治
り
ま
す
よ
う
、
暮
ら
し
が
少
し
で
も

楽
に
な
り
ま
す
よ
う
、
夢
が
か
な
い
ま
す
よ
う
、

す
ば
ら
し
い
家
庭
が
恵
ま
れ
ま
す
よ
う
に
…
…
。 

 

と
り
わ
け
今
日
、
こ
の
広
島
の
町
で
、
…
日
本

の
人
々
が
、
そ
し
て
こ
こ
を
訪
れ
る
世
界
中
の
人

々
が
８
０
年
近
く
平
和
を
祈
り
続
け
て
き
た
こ
の

広
島
の
町
で
、
私
た
ち
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
地
で
、

同
じ
正
教
の
信
仰
に
結
ば
れ
た
無
名
の
兵
士
た
ち

が
、
罪
の
な
い
人
々
を
も
巻
き
込
ん
で
、
こ
れ
っ

ぽ
っ
ち
も
望
ん
で
い
な
い
の
に
、
殺
し
合
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
戦
争
が
一
日
も
早
く
終
わ
り
、
平

和
な
日
々
が
取
り
戻
さ
れ
る
こ
と
を
、
心
か
ら
祈

っ
て
い
ま
す
。 

 

今
日
は
、
主
イ
イ
ス
ス
・
ハ
リ
ス
ト
ス
の
復
活

を
お
祝
い
す
る
復
活
祭
・
パ
ス
ハ
で
す
。 

 

私
た
ち
が
祝
う
復
活
は
、
も
ち
ろ
ん
、
私
た
ち

の
た
め
に
苦
し
み
を
忍
び
、
つ
い
に
十
字
架
で
息

を
引
き
取
っ
た
イ
イ
ス
ス
の
復
活
で
す
。
そ
の
復

活
は
、
世
の
終
わ
り
に
お
け
る
私
た
ち
自
身
の
復

活
で
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
さ
ら
に
い
っ
そ
う
重

要
な
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
死
ん
だ
よ
う
に
し
か
生

き
て
こ
れ
な
か
っ
た
私
た
ち
自
身
の
、
「
今
、
こ

こ
」
で
の
、
真
の
い
の
ち
へ
の
よ
み
が
え
り
、
復

活
で
も
あ
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
、
「
今

こ
こ
」
で
の
「
私
た
ち
自
身
の
復
活
」
と
は
、
ど

の
よ
う
な
復
活
な
の
で
し
ょ
う
。 

 
聖
使
徒
パ
ウ
ェ
ル
の
言
葉
を
聞
き
ま
し
ょ
う
。 

 

「
あ
な
た
が
た
は
皆
、
信
仰
に
よ
り
、
ハ
リ
ス

ト
ス
・
イ
イ
ス
ス
に
結
ば
れ
て
、
神
の
子
な
の
だ
。

洗
礼
を
受
け
て
ハ
リ
ス
ト
ス
に
結
ば
れ
た
あ
な
た

が
た
は
皆
、
ハ
リ
ス
ト
ス
を
着
た
の
だ
か
ら
。
そ

こ
で
は
も
は
や
ユ
ダ
ヤ
人
も
、
ギ
リ
シ
ャ
人
も
な

く
、
奴
隷
も
自
由
な
身
分
の
者
も
な
く
、
男
も
女

も
な
い
。
あ
な
た
が
た
は
皆
ハ
リ
ス
ト
ス
・
イ
イ

ス
ス
に
お
い
て
一
つ
だ
か
ら
」
（
ガ
ラ
テ
ィ
ア
三

・
二
七
） 

 

そ
う
で
す
、
こ
こ
は
ロ
シ
ア
の
教
会
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
教
会
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ギ
リ
シ
ャ
の
教
会
で
も
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
教
会
で

も
、
ア
メ
リ
カ
の
教
会
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本

の
教
会
で
す
ら
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
し
ば
ら

く
の
間
、
そ
こ
の
市
民
と
し
て
生
き
ね
ば
な
ら
な

い
、
ど
ん
な
国
の
教
会
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

そ
う
で
す
、
私
た
ち
は
、
ハ
リ
ス
ト
ス
に
よ
っ

て
一
つ
に
結
ば
れ
た
愛
の
一
致
を
生
き
る
ハ
リ
ス

ト
ス
の
教
会
、
「
神
の
国
」
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。 

 

そ
こ
で
は
、
一
人
の
喜
び
が
み
ん
な
の
喜
び
で

あ
り
。
一
人
の
悲
し
み
が
み
ん
な
の
悲
し
み
で
あ

り
、
み
ん
な
の
悲
し
み
、
み
ん
な
の
喜
び
が
、
一

人
ひ
と
り
の
悲
し
み
で
あ
り
喜
び
で
す
。 

 

こ
の
、
教
会
に
あ
る
愛
の
一
致
が
、
今
私
た
ち

が
分
か
ち
合
っ
て
い
る
愛
の
一
致
が
、
争
い
合
う

世
界
を
変
え
ま
す
。 

 

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
私
た
ち
が
そ
し
り
あ

い
、
あ
ざ
け
り
あ
い
、
憎
み
あ
い
、
そ
し
て
傷
つ

け
殺
し
合
う
こ
と
を
、
…
私
た
ち
の
た
め
に
そ
し

ら
れ
、
あ
ざ
け
ら
れ
、
憎
ま
れ
、
傷
つ
け
ら
れ
、

つ
い
に
殺
さ
れ
た
神
さ
ま
、
そ
う
主
イ
イ
ス
ス
・

ハ
リ
ス
ト
ス
の
悲
し
み
と
し
て
知
り
、
心
か
ら
そ

ん
な
生
き
方
、
そ
ん
な
心
を
、
悔
い
改
め
て
こ
そ
、

真
の
平
和
へ
の
道
が
開
か
れ
て
行
く
と
信
じ
ま
し

ょ
う
。 

 

も
う
一
度
、
最
後
に
主
イ
イ
ス
ス
の
み
こ
と
ば

に
聞
き
ま
し
ょ
う
。 

 

「
は
っ
き
り
言
っ
て
お
く
が
、
ど
ん
な
願
い
事

で
あ
っ
て
も
あ
な
た
が
た
の
二
人
が
、
地
上
で
心

を
一
つ
に
し
て
求
め
る
な
ら
、
わ
た
し
の
天
の
父

は
、
そ
れ
を
か
な
え
て
下
さ
る
。
」 
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京
都
生
神
女
福
音
聖
堂 

国
重
要
文
化
財
指
定
に
関
連
し
て 

伝
教
者
ソ
ロ
モ
ン
川
島
大 

 

京
都
教
会
の
取
組
み 

 

京
都
教
会
で
は
聖
堂
の
国
重
文
指
定
を
期
に
、
新
た

な
世
代
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
た
め
の
試
み
を
昨
年
末

よ
り
始
め
て
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
教
会
フ
ァ
ン

を
獲
得
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
試
行
錯
誤
に
努
め
て
参

り
ま
す
。 

 

一 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
開
設
と
日
々
の
発
信 

ツ
ィ
ッ
タ
ー
と
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、
写
真
主

体
の
地
域
情
報
を
含
め
た
発
信
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
重
要
文
化
財
指
定
の
恩
恵
も
あ
り
、
電
話
や
メ

ー
ル
で
引
き
受
け
た
予
約
制
拝
観
の
日
時
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
公
開
し
て
同
席
者
を
募
る
こ
と
で
、
若
干
名
だ
っ
た

予
約
が
今
で
は
毎
回
一
〇
名
以
上
に
増
え
ま
し
た
。 

 

二 

聖
堂
拝
観
記
念
証
の
作
成 

来
会
の
記
念
に
な
る
品
物
と
し
て
「
聖
堂
拝
観
記
念

証
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
京
都
の
寺
社
を
中
心
に
「
切

り
絵
御
朱
印
」
が
人
気
を
博
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ベ

ー
ス
と
な
る
紙
の
レ
ー
ザ
ー
カ
ッ
ト
を
業
者
に
依
頼

し
、
伝
教
者
が
聖
句
を
書
き
入
れ
、
ス
タ
ン
プ
を
押
す

ス
タ
イ
ル
を
採
用
。
五
〇
〇
円
の
献
金
に
て
、
聖
句
の

解
説
を
交
え
な
が
ら
頒
布
し
て
い
ま
す
。
京
都
新
聞
の

取
材
を
受
け
、
七
月
一
二
日
に
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。
手
に
し
た
方
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
紹
介
す
れ

ば
、
さ
ら
な
る
宣
伝
効
果
が
期
待
で
き
る
で
し
ょ
う
。 

 

三 

教
会
コ
ー
ス
タ
ー
の
配
布 

及
川
神
父
様
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
形
に
し
、
手
分
け
し

て
協
力
先
に
配
布
し
ま
し
た
。
教
会
の
ご
近
所
さ
ん
だ

け
で
な
く
、
日
頃
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
当
教
会
を
贔
屓
に
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
商
工
会
、
和
・
洋
菓
子
店
、
ホ
テ
ル
、

銭
湯
等
に
も
重
要
文
化
財
指
定
な
ら
び
に
秋
期
特
別

公
開
の
挨
拶
を
兼
ね
て
訪
問
し
ま
し
た
。 

   
 

参
考
・
京
都
新
聞
の
記
事
（
抜
粋
） 

 

ギ
リ
シ
ャ
正
教(

東
方
正
教
会)

の
教
え
を
伝
え
る

京
都
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会(

京
都
市
中
京
区)

が
、
聖
堂

拝
観
記
念
証
と
し
て
「
主
印
」
を
作
っ
た
。
明
治
時
代

か
ら
京
都
の
街
に
溶
け
込
ん
で
き
た
正
教
会
だ
が
、
一

般
の
拝
観
者
向
け
に
記
念
品
を
作
っ
た
の
は
初
め
て
。

切
り
絵
で
聖
堂
を
描
い
た
繊
細
な
デ
ザ
イ
ン
で
、
キ
リ

ス
ト
教
版
の
「
御
朱
印
」
と
し
て
多
く
の
人
に
親
し
ん

で
ほ
し
い
、
と
の
願
い
を
込
め
た
。(
中
略)

 

 

日
露
戦
争
や
第
二
次
世
界
大
戦
な
ど
の
荒
波
を
乗

り
越
え
て
信
徒
ら
と
歩
ん
で
き
た
教
会
を
、
よ
り
多
く

の
市
民
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
一
昨
年
秋
に
着
任
し

た
伝
教
者
の
ソ
ロ
モ
ン
川
島
大
さ
ん(

二
八)

が
今
年

二
月
に
記
念
証
を
発
案
し
た
。
近
年
は
寺
社
の
御
朱
印

だ
け
で
な
く
、
書
店
巡
り
で
も
ら
え
る
「
御
書
印
」
や
、

城
の
登
城
記
念
の
「
御
城
印
」
な
ど
多
様
な
印
章
が
人

気
を
集
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
拝
観
記
念
品
に
で
き
る

と
考
え
た
と
い
う
。 

 

六
月
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
コ
ー
ス
タ
ー
も
作
製
し
、

拝
観
者
が
持
ち
帰
れ
る
よ
う
に
し
た
ほ
か
、
地
域
の
店

舗
に
も
配
っ
た
。
川
島
さ
ん
は
「
靴
を
脱
い
で
聖
堂
に

上
が
る
な
ど
、
日
本
の
文
化
も
取
り
入
れ
な
が
ら
発
展

し
て
き
た
。
地
元
に
愛
さ
れ
る
教
会
で
あ
り
続
け
る
た

め
の
努
力
を
続
け
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。 

 

主
印
は
五
〇
〇
円
以
上
の
献
金
を
し
た
人
に
頒
布

す
る
。(

二
〇
二
二
年
七
月
一
二
日)

 

  

そ
の
他
各
種
企
画 

こ
の
他
に
も
、
京
都
教
会
で
は
牧
会
宣
教
の
た
め
の

様
々
な
企
画
・
教
会
行
事
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

 

一 

「
京
都
聖
堂
調
査
報
告
書
」 

関
係
官
庁
・
役
所
、
大
学
市
町
村
図
書
館
等
、
一

二
○
か
所
へ
贈
呈
。 
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二 

「
藤
袴
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」 

 

一
○
月
七
日
（
金
）
～
一
○
日
（
月
祝
） 

 

三 

「
藤
袴
の
夕
べ 

朗
読
会
」 

ソ
ロ
モ
ン
川
島
大
伝
教
者 

京
都
聖
堂
に
て 

一
○
月
九
日
（
日
）
一
八
時
～
一
九
時 

 

四 

「
京
都
聖
堂
特
別
公
開
」 

聖
像
画
家
イ
リ
ナ
山
下
り
ん
小
イ
コ
ン
展
併
催 

一
一
月
八
日
（
火
）
～
一
八
日
（
金
） 

協
力
・
京
都
古
文
化
保
存
会 

 

五 

京
都
聖
堂
デ
ザ
イ
ン
パ
ッ
ケ
ー
ジ
商
品
、 

豆
政
と
共
同
開
発
。 

 

六 

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
聖
ニ
コ
ラ
イ
の
旅
し
た
京
都 

～
『
宣
教
師
ニ
コ
ラ
イ
の
日
記
』
よ
り
」 

 

七 

麻
生
哲
郎
氏
「
京
の
洋
館 

絵
画
展
」
参
加 

虎
屋
京
都
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
御
所
西
） 

一
○
月
二
九
日
（
土
）
～
一
二
月
四
日
（
日
） 

 

八 

「
松
室
重
光
の
設
計
監
理
し
た
京
都
三
大
建
築

を
巡
る
」 

乗
合
観
光
タ
ク
シ
ー
、
企
画
検
討
中 

  

関
連
の
教
区
行
事
な
ど 

聖
堂
の
重
文
指
定
に
関
連
し
、
教
区
宗
務
局
で
も
左

記
の
よ
う
な
企
画
を
し
て
い
ま
す
。 

 

一 

ア
ナ
ス
タ
シ
ヤ
山
﨑
佳
代
子
先
生 

「
蛍
と
な
っ
て 

詩
人
・
山
﨑
佳
代
子
朗
読
会
」 

一
〇
月
一
〇
日
（
月
祝
）
一
五
時
～
一
六
時 

 

二 

サ
ワ
鐸
木
道
剛
先
生
講
演
会 

「
近
代
芸
術
家
と
し
て
の
山
下
り
ん 

人
間
中
心
主
義
を
支
え
る
神
中
心
主
義
」 

一
一
月
一
三
日
（
日
）
一
四
時
～
一
六
時 

 

三 

国
重
文
指
定
記
念
「
聖
母
子
イ
コ
ン
（
聖
像
）
」 

京
都
の
老
舗
「
龍
村
美
術
織
物
」
と
共
同
制
作  

京
都
市
の
関
連
イ
ベ
ン
ト 

 

五
月
二
一
日
（
土
）
午
後
、
京
都
市
生
涯
学
習
総
合

セ
ン
タ
―
（
京
都
ア
ス
ニ
―
）
に
お
い
て
「
ハ
リ
ス
ト

ス
正
教
会
の
教
会
建
築
―
そ
の
変
遷
と
京
都
聖
堂
の

位
置
づ
け
」
と
題
す
る
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
企
画
は
京
都
学
講
座
の
一
コ
マ
で
あ
り
、
中
高

年
層
を
中
心
に
五
〇
人
ほ
ど
が
聴
講
。
講
師
を
務
め
た

の
は
、
聖
堂
の
国
重
文
指
定
に
ご
尽
力
く
だ
さ
っ
た
京

都
市
文
化
財
保
護
課
の
石
川
祐
一
氏
で
す
。
前
半
に
正

教
会
の
概
要
や
聖
ニ
コ
ラ
イ
に
よ
る
日
本
へ
の
布
教

に
つ
い
て
述
べ
、
後
半
で
は
京
都
聖
堂
の
建
設
経
緯
や

特
徴
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

 

一
八
九
〇
年
代
か
ら
一
九
一
〇
年
代
に
か
け
て
、
当

時
の
ロ
シ
ア
正
教
会
の
聖
シ
ノ
ド
発
行
「
聖
堂
雛
型
図

面
集
」
に
基
づ
く
教
会
堂
が
、
京
都
を
は
じ
め
国
内
に

い
く
つ
も
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
と
は
い
え
、
各
地
で
は

技
師
の
技
量
あ
る
い
は
経
験
不
足
な
ど
に
よ
り
、
簡
略

化
し
た
り
組
み
合
わ
せ
た
り
し
て
対
応
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
と
の
こ
と
。
そ
の
一
方
で
、
京
都
聖
堂
の
場

合
は
西
洋
建
築
に
造
詣
の
深
か
っ
た
松
室
重
光
氏
が

設
計
に
携
わ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
図
面
を
忠
実
に
再
現
で

き
た
そ
う
で
す
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
質
疑
応
答
の
機
会
は
設
け
ら
れ

な
か
っ
た
も
の
の
、
石
川
氏
に
よ
れ
ば
「
日
本
の
正
教

建
築
に
お
い
て
現
存
す
る
最
古
の
本
格
的
な
木
造
聖

堂
」
に
奉
職
す
る
筆
者
に
と
っ
て
、
実
に
学
び
の
多
い

二

時

間

でし

た
。 
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豊
橋
正
教
会
修
復
と
関
連
行
事 

  

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
愛
知

県
、
豊
橋
聖
使
徒
福
音
者
マ
ト
フ
ェ
イ
聖
堂
で
は
、

昨
年
か
ら
修
復
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。
聖
堂
外

周
と
内
部
に
は
、
大
き
な
足
場
が
組
ま
れ
、
防
護

ネ
ッ
ト
に
包
ま
れ
、
祈
祷
、
聖
堂
拝
観
等
も
中
止

と
な
っ
て
い
る
。 

 

文
化
庁
調
査
官
に
よ
る
現
地
指
導
が
三
月
九
日

に
行
わ
れ
、
耐
震
の
構
造
補
強
案
お
よ
び
、
屋
根

葺
き
と
外
壁
塗
装
の
仕
様
に
つ
い
て
承
認
が
得
ら

れ
た
。
耐
震
補
強
に
つ
い
て
は
、
聖
堂
の
床
下
に

新
規
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
を
設
置
し
、
聖
堂
と

こ
の
基
礎
を
金
具
で
固
定
す
る
こ
と
、
聖
堂
の
柱

を
金
具
で
補
強
す
る
計
画
な
ど
が
考
案
さ
れ
て
い

る
。 

 

こ
の
た
び
聖
堂
外
に
搬
出
、
保
存
さ
れ
て
い
る

聖
像
（
イ
コ
ン
）
な
ど
を
活
か
し
て
、
次
の
よ
う

な
行
事
が
開
催
さ
れ
た
。 

 

小
企
画
展
「
豊
橋
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
」 

 
 
 

於
：
豊
橋
美
術
博
物
館 

 

こ
の
企
画
展
は
、
四
月
二
日
（
土
）
～
五
月
末

ま
で
、
午
前
九
時
～
午
後
五
時
ま
で
、 

豊
橋
美
術

博
物
館
の
二
階
、
第
二
展
示
室
に
お
い
て
、
入
場

無
料
で
開
催
さ
れ
た
。 

 

聖
像
画
家
イ
リ
ナ
山
下
り
ん
の
イ
コ
ン
数
点
、

「
ゲ
フ
シ
マ
ニ
ア
で
の
主
の
祈
り
」
「
主
の
降
誕
」

「
主
の
昇
天
」
「
主
の
寝
り
の
聖
像
」
な
ど
の
ほ

か
、
古
い
大
き
な
ロ
シ
ア
イ
コ
ン
、
聖
堂
設
計
図

な
ど
が
展
示
さ
れ
た
。
（
左
の
写
真
） 

 

ち
ょ
う
ど
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
、
ま
ん
延
防
止
処

置
が
解
除
さ
れ
、
桜
な
ど
春
の
花
と
新
緑
の
美
し

い
時
季
で
あ
り
、
吉
田
城
跡
の
公
園
内
に
あ
る
豊

橋
美
術
博
物
館
に
、
と
て
も
多
く
の
観
衆
が
訪
れ

た
。
観
衆
に
は
新
た
に
作
成
さ
れ
た
「
聖
堂
拝
観

案
内
」
カ
ラ
ー
チ
ラ
シ
が
配
布
さ
れ
た
。 

             

 

聖
堂
保
存
修
理
事
業
「
現
場
見
学
会
」 

 

五
月
二
一
日
（
土
）
見
学
時
間
、
午
前
一
〇
時

と
一
一
時
、
午
後
一
時
と
二
時
の
計
四
回
、
各
一

時
間
。
普
段
は
見
学
で
き
な
い
聖
堂
天
井
裏
、
屋

根
小
屋
組
、
内
装
裏
側
な
ど
が
、
西
澤
教
授
ら
の

ご
案
内
で
披
露
さ
れ
た
。
見
学
者
数
八
○
人
、
報

道
機
関
（
メ
デ
ィ
ア
）
な
ど
も
取
材
さ
れ
、
新
聞

な
ど
で
広
報
さ
れ
た
。 

 

講
演
会 

豊
橋
美
術
博
物
館 

び
は
く
講
座
「
山
下
り
ん
の
生
涯
と
画
業
」 

 
 
 
 
 
 
 

丸
地
加
奈
子
氏
（
学
芸
員
） 

 

五
月
二
二
日
（
日
）
一
四
時
～
一
五
時
半
ま
で
、

同
館
一
階
講
義
室
で
開
催
さ
れ
た
。
定
員
二
四
人
、

豊
橋
正
教
会
に
は
数
点
の
、
聖
像
画
家
イ
リ
ナ
山

下
り
ん
の
イ
コ
ン
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

を
鑑
賞
し
、
な
お
か
つ
詳
し
い
解
説
を
う
け
ら
れ

る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。 

 
 

豊
橋
美
術
博
物
館
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に
厚
く

感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
パ
ウ
ェ
ル
及
川
記
） 
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地
区
集
会 

開
催 

 
 

復
活
祭
に
あ
た
り
、
広
島
と
福
岡
県
・
小
倉
で

地
区
集
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

広
島
地
区
集
会 

 

四
月
二
九
日
（
金
祝
）
、
三
年
ぶ
り
に
広
島
地

区
の
復
活
祭
が
、
昨
年
一
一
月
に
引
き
続
い
て
広

島
市
の
文
化
施
設
「
ア
ス
テ
ー
ル
プ
ラ
ザ
」
の
音

楽
室
を
借
り
て
お
祝
い
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
当

日
、
講
話
を
し
て
下
さ
っ
た
ソ
ロ
モ
ン
川
島
伝
教

者
を
は
じ
め
、
広
島
近
隣
か
ら
の
参
加
者
も
合
わ

せ
二
三
名
が
参
加
し
、
「
祭
り
の
祭
り
、
祝
い
の

祝
い
」
で
あ
る
聖
大
パ
ス
ハ
の
喜
び
を
分
か
ち
合

い
ま
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身
者
の
方
た
ち
も
ロ

シ
ア
出
身
者
の
方
た
ち
も
、
と
も
に
ご
聖
体
を
分

か
ち
合
い
、
平
和
を
祈
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

広
島
集
会
に
参
加
し
て 

 

広
島
集
会
は
常
住
司
祭
も
教
会
堂
も
持
た
な
い

た
め
、
大
阪
教
会
の
司
祭
が
出
向
き
、
自
治
体
な

ど
の
会
議
室
を
借
り
て
年
二
回
、
春
と
秋
の
祝
日

に
聖
体
礼
儀
を
執
り
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
西

日
本
主
教
教
区
か
ら
の
派
遣
に
よ
り
、
私
も
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
神
学
校

入
学
前
、
個
人
的
に
訪
れ
た
金
沢
以
来
と
な
る
祈

祷
集
会
で
す
。 

 

当
日
は
朝
か
ら
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
そ

れ
で
も
コ
ロ
ナ
禍
で
半
減
さ
れ
た
定
員
二
五
名
ギ

リ
ギ
リ
の
二
三
名
も
の
参
祷
者
（
ゲ
オ
ル
ギ
イ
松

島
神
父
様
ご
夫
妻
、
大
阪
教
会
か
ら
の
応
援
二
名
、

筆
者
を
含
む
）
が
集
い
、
主
の
復
活
の
喜
び
を
分

か
ち
合
い
ま
し
た
。
せ
っ
か
く
の
機
会
だ
か
ら
と
、

奉
献
礼
儀
の
実
況
解
説
を
依
頼
さ
れ
た
の
で
す

が
、
喜
ば
し
い
こ
と
に
信
徒
の
方
々
は
み
な
真
剣

な
眼
差
し
で
し
た
。 

 

神
父
様
は
福
音
後
の
説
教
に
お
い
て
、
世
界
中

の
人
々
が
平
和
を
願
い
続
け
て
き
た
広
島
の
地
か

ら
、
私
た
ち
は
国
や
民
族
と
い
う
狭
い
枠
組
み
を

越
え
、
ハ
リ
ス
ト
ス
に
よ
る
愛
の
一
致
に
結
ば
れ
、

今
般
の
正
教
徒
同
士
の
争
い
が
一
刻
も
早
く
終
わ

る
こ
と
を
祈
ろ
う
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
緊
迫
し

た
国
際
情
勢
の
中
、
「
亡
わ
れ
た
る
羊
の
如
く
迷

う
（
聖
詠
一
一
八
・
一
七
六
）
」
信
徒
に
と
っ
て
、

「
母
鷄
が
其
雛
を
翼
の
下
に
集
む
る
が
如
く
、
爾

の
諸
子
を
集
め
ん
（
マ
ト
フ
ェ
イ
二
三
・
三
七
）
」

と
い
う
姿
勢
は
心
強
く
、
ひ
と
時
の
安
ら
ぎ
の
糧

に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

筆
者
か
ら
も
、
「
ハ
リ
ス
ト
ス
の
復
活
は
私
た

ち
の
復
活
の
先
取
り
で
も
あ
る
。
集
会
が
開
か
れ

な
い
時
や
参
加
で
き
な
い
時
に
は
、
讃
美
の
言
葉

を
唱
え
つ
つ
、
主
が
復
活
さ
れ
た
日
を
心
に
留
め

て
ほ
し
い
」
と
お
伝
え
し
、
卵
や
ク
リ
ー
チ
の
成

聖
を
経
て
散
会
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
度
は
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
ソ
ロ
モ
ン
川
島
記
） 
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小
倉
地
区
集
会 

 
五
月
二
九
日
（
日
）
、
北
九
州
市
・
小
倉
の
大

手
町
練
習
場
で
、
地
区
集
会
と
し
て
復
活
大
祭
の

聖
体
礼
儀
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
グ
リ
ゴ
リ
イ
水

野
神
父
（
人
吉
）
の
司
祷
の
も
と
、
北
九
州
市
と

福
岡
市
在
住
の
信
徒
が
参
祷
し
ま
し
た
。
ま
た
京

都
教
会
か
ら
ソ
ロ
モ
ン
川
島
伝
教
者
が
出
張
し
、

誦
経
と
説
教
を
務
め
ま
し
た
。 

 

小
倉
集
会
に
参
加
し
て 

 

九
州
管
区
・
グ
リ
ゴ
リ
イ
水
野
神
父
様
の
試
み

に
よ
っ
て
、
長
ら
く
途
絶
え
て
い
た
小
倉
で
の
聖

体
礼
儀
が
復
活
し
ま
し
た
。 

 

か
つ
て
こ
の
地
域
は
自
前
の
教
会
堂
を
擁
す
る

ほ
ど
の
規
模
を
誇
っ
た
そ
う
で
す
が
、
現
在
で
は

わ
ず
か
二
世
帯
を
残
す
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

数
年
前
ま
で
ホ
テ
ル
の
会
議
室
を
借
り
て
「
学
び

の
会
」
は
開
か
れ
て
い
た
も
の
の
、
聖
体
礼
儀
に

つ
い
て
は
参
祷
を
希
望
す
る
信
徒
が
、
近
隣
教
会

に
出
か
け
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

初
め
て
と
な
る
今
回
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
一

般
向
け
の
事
前
告
知
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ

れ
で
も
、
会
場
の
音
楽
練
習
室
に
は
福
岡
伝
道
所

か
ら
の
親
子
を
含
め
た
九
名
が
集
い
、
少
人
数
な

が
ら
厳
か
に
主
の
復
活
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。 

 

説
教
を
仰
せ
つ
か
っ
た
筆
者
は
、
当
日
が
瞽
者

の
主
日
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ
、
「
肉
体
で

は
見
る
こ
と
が
で
き
て
も
霊
魂
で
は
盲
目
な
フ
ァ

リ
セ
イ
た
ち
に
倣
う
の
で
は
な
く
、
肉
体
の
目
で

見
る
こ
と
の
で
き
る
私
た
ち
こ
そ
、
盲
人
た
ち
の

ご
と
く
『
心
の
目
』
（
コ
リ
ン
フ
後
四
・
四
）
を

研
ぎ
澄
ま
せ
ま
し
ょ
う
」
と
お
伝
え
し
ま
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
は
、
継
続
し
て
地
区
集
会
の
開
催

を
願
う
声
も
聞
か
れ
て
い
ま
す
。
ゆ
え
に
ぜ
ひ
と

も
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
後
に
は
新
し
い

信
徒
の
獲
得
な
ど
、
再
興
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
（
ソ
ロ
モ
ン
川
島
記
） 

             

豪
雨
災
害
か
ら
二
年 

人
吉
の
い
ま 

 

七
月
四
日
、
人
吉
を
襲
っ
た
豪
雨
災
害
か
ら
二

年
を
迎
え
ま
し
た
。
被
害
が
最
も
大
き
か
っ
た
市

中
心
部
で
は
、
だ
い
ぶ
旅
館
や
飲
食
店
な
ど
が
営

業
を
再
開
し
ま
し
た
が
、
未
だ
に
更
地
に
な
っ
て

い
る
場
所
も
多
い
現
状
で
す
。 

 

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
は
今
も
再
開
の
め
ど
が
立

っ
て
お
ら
ず
、
外
か
ら
人
吉
に
鉄
道
で
来
る
の
は

不
可
能
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
自

分
で
車
を
運
転
で
き
な
い
人
々
、
特
に
高
校
生
の

通
学
な
ど
は
大
変
な
状
況
で
す
。 

仮
設
住
宅
に
住
ん
で
い
る
人
々
も
ま
だ
二
千
人

ほ
ど
い
ま
す
（
人
吉
市
の
人
口
は
三
万
人
）
。 

 

人
吉
教
会
で
は
旧
司
祭
館
を
、
被
災
者
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
関
係
者
に
今
も
無
償
で
お
貸
し
し

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
被
災
児
童
の
子
ど
も
会

は
取
り
止
め
て
い
ま
す
が
、
毎
週
末
に
被
災
者
へ

の
支
援
物
資
の
配
布
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

復
興
へ
の
道
の
り
は
ま
だ
険
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
が
、
今
後
も
皆
様
の
ご
支
援
と
お
祈
り
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
（
グ
リ
ゴ
リ
イ
水
野
記
） 



12 
 

ハ
リ
ス
ト
ス
復
活
！ 

各
地
の
復
活
祭 

 

京
都
教
会
で
は
四
月
二
四
日
（
日
）
午
前

〇
時
よ
り
復
活
大
祭
祈
祷
・
聖
体
礼
儀
。
参

祷
者
六
八
人
で
し
た
。

（
パ
ウ
ェ
ル
及
川
記
） 

  

大
阪
教
会
の
復
活
大
祭

の
写
真
で
す
。
堂
役
を
務

め
て
い
る
ゴ
ル
デ
ィ
松
井

兄
は
神
学
校
入
学
が
決
ま

り
ま
し
た
。 

（
ゲ
オ
ル
ギ
イ
松
島
記
） 

 

  

名
古
屋
教
会
で
は
四
月
二
四
日
に
復
活
大

祭
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。 

 

今
年
も
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
深
夜
か
ら
の
開

催
を
断
念
し
、
復
活
祭
当
日
の
朝
か
ら
の
祈

祷
と
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨

模
様
で
、
十
字
行
は
室
内
と
な
り
ま
し
た
。

参
祷
者
九
〇
名
ほ
ど
で
し
た
。 

 

五
月
一
日
、
半
田
教

会
で
の
復
活
祭
も
雨
模

様
で
し
た
が
、
十
字
行

の
時
は
雨
が
や
ん
で
お

り
、
無
事
に
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

 

 

  

豊
橋
教
会
で
は
四
月
二
九
日
に
復
活
祭
を

お
祝
い
し
ま
し
た
。 

あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
の
で
、
十
字

行
で
会
館
を
一
周
し
た
後
に
、
聖
体
礼
儀
を

始
め
ま
し
た
。 

パ
ス
ハ
の
ト
ロ
パ
リ
、
イ
パ
コ
イ
、
コ
ン

ダ
ク
、
イ
ル
モ
ス
な
ど
復
活
祭
を
テ
ー
マ
に

し
た
聖
歌
を
歌
い
ま
し
た
。
参
祷
者
は
二
二

名
で
し
た
。
（
グ
リ
ゴ
リ
イ
伊
藤
記
） 

 

 
 
 

 

今
年
の
神
戸
で
の
復
活
祭
は
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
を
考
慮
し
、
昨
年
と
同
様
二
四
日
の

日
曜
日
朝
に
十
字
行
と
復
活
祭
聖
体
礼
儀
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
朝
の
神
戸
市
の
天
候

は
雨
で
あ
っ
た
た
め
、
十
字
行
は
境
内
で
は

な
く
集
会
室
を
三
周
し
ま
し
た
。
聖
体
礼
儀
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は
イ
コ
ノ
ス
タ
ス
左
右
の
Ｘ
Ｂ
（
ハ
リ
ス
ト

ス
復
活
）
の
灯
り
が
点
り
、
と
て
も
喜
び
に

満
ち
た
祈
祷
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
聖
体

礼
儀
後
に
は
ア
ル
ト
ス
、
ク
リ
ー
チ
、
卵
の

成
聖
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
無
事
に
祈
祷
が
護

ら
れ
感
謝
で
す
。
（
ワ
シ
リ
イ
杉
村
記
） 

 

 
 

 

徳
島
教
会
で
は
四
月
二
四
日
、
主
の
復
活
大

祭
に
生
憎
の
雨
で
十
字
行
を
取
り
止
め
、
聖

体
礼
儀
の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
祈

祷
終
盤
に
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
方
々
も
参
祷
さ

れ
、
一
日
も
早
く
紛
争
が
無
く
な
る
こ
と
を

願
い
、
お
祈
り
し
ま
し
た
。 

 

彼
ら
の
中
に
は
従
姉
妹
を
訪
ね
、
避
難
さ

れ
て
い
る
兄
弟
姉
妹
が
お
ら
れ
、
教
会
に
参

祷
し
て
少
し
で
も
心
の
安
ら
ぎ
と
な
る
よ
う
、

願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
参
祷
者
一
七
名
、

領
聖
一
二
名
。 

  

五
月
一
日
、
柳
井
原
教
会
で
主
の
復
活
大
祭

聖
体
礼
儀
が
執
り
行
わ
れ
、
地
元
・
柳
井
原
、

岡
山
、
遠
く
は
鳥
取
か
ら
信
徒
が
ご
家
族
で

こ
の
日
を
楽
し
み
に
参
祷
さ
れ
た
。
参
祷
者

一
三
名
、
領
聖
一
〇
名
。
各
家
庭
で
染
め
ら

れ
た
卵
や
ド
ー
ナ
ツ
な
ど
の
乾
酪
菓
子
な
ど

に
聖
水
が
注
が
れ
、
今
年
も
会
食
は
な
く
解

散
に
至
っ
た
。
来
年
こ
そ
食
事
な
ど
を
し
な

が
ら
歓
談
し
た
い
も
の
で
す
。
残
念
な
が
ら

写
真
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

（
ナ
フ
ァ
ナ
イ
ル
小
川
記
） 

  

九
州
管
区
で
は
四
月
二
四
日
に
鹿
児
島
、

五
月
一
日
に
福
岡
、
八
日
に
人
吉
、
一
五
日

に
熊
本
と
、
四
週
間
か
け
て
復
活
祭
を
執
り

行
い
ま
し
た
。
特
記
事
項
と
し
て
、
福
岡
で

参
祷
者
一
六
名
中
五
名
、
人
吉
で
は
同
じ
く

一
六
名
中
六
名
が
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
で

し
た
の
で
、
祈
祷
後
に
境
内
で
エ
ッ
グ
ハ
ン

ト
を
し
ま
し
た
。
当
た
り
く
じ
の
卵
を
拾
っ

た
子
に
は
神
父
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
進
呈
し

ま
し
た
。
教
会
で
の
お
祈
り
が
一
番
大
事
な

の
は
当
然
で
す
が
、
子
ど
も
時
代
に
教
会
に

来
て
、
少
し
で
も
楽
し
い
思
い
出
を
作
っ
て

も
ら
え
た
ら
、
将
来
が
楽
し
み
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
（
グ
リ
ゴ
リ
イ
水
野
記
） 

  



                          ２０２２年 京都生神女福音大聖堂 

国 重要文化財 指定 

記念イコン ご案内 

 

 京都 西陣織 

 龍村美術織物 

「聖母子イコン」 

                          

繊細・優美なイコンが 

安らかな祈りを恵みます。 

 

ご家庭の祭壇に、 

特別な贈り物に どうぞ。 

 

↑イコンのデザインイメージ。限定品、わずか６０点のみ謹製。 

1983 年ころフェオドシイ府主教の祝福により頒布された聖母子イコンの原画デザインを採用。お

届けする聖像は、職人の手仕事により、新たな織紡、色彩、額装等になります。 

 

・額装（外寸） たて 約４５cm  よこ 約３６cm  重さ約１.０kg  厚さ約２.５cm 

 イコンサイズ たて 約４０cm  よこ 約３１cm 

・木製額縁  アクリルガラス仕様  おもにカベかけ用  寸法・重さ等は予想値 

  自立させるためのスタンドは同梱されていません。 

絹（シルク）織物のため 陽ざしの強い場所でのご利用をお控えください。 

 

・イコン献金 １点 ３８，０００円（送料込、北海道～沖縄までの国内） 

・事前 予約 １点 ３５，０００円（送料込、北海道～沖縄までの国内） 

 上記は正教会と信徒向けの献金額です。未信徒へは別の献金額になります。 

事前予約、２２年９月２５日まで。完成したイコンは、１１月以降、順次発送の予定 

 

申込先 〒６０４－０９６５ 京都市中京区六丁目２８３ 

京都ハリストス正教会 

Fax ０７５－２３１－２４５３ 

〈献金送金にご利用ください。なお郵振控証を領収証とさせてください〉 

郵便振替口座「京都ハリストス正教会」０１０７０－６－１６７７０番      専用フォームから 

イコン発送時に郵便振替用紙を同封します             ご予約いただけます 



推薦書籍のご案内 
 

及川信『みちびきの星』 

㈱ヨベル・1 冊 1540 円（税込） 

 

及川神父様が主の降誕をテーマに書き下ろした 7 つの小品集です。 

童話の形をとって、生きることの意味を現代人に問いかける素晴らしい内容です。 

 

A.シュメーマン著・松島雄一訳『世のいのちのために』 

新教出版社・1 冊 2640 円（税込） 

 
アレクサンドル・シュメーマン神父の名著を松島神父様が翻訳しました。 

今年 4 月に再版！ 正教徒の方なら誰にでもお勧めできる一冊です。 

 

中西裕一『ギリシャ正教と聖山アトス』 

幻冬舎新書・1 冊 1056 円（税込） 

 

中西神父様（東京）が、ギリシャ・アトス山の修道院での生活体験を交えて書いた 

正教会の入門書です。写真家のご子息が現地で撮ったカラー写真入りです。 

 

《その他の日本正教会の頒布書籍については、各教会にお問合せください。》 
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